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１．一般国道４７４号 三遠南信自動車道 飯喬道路の事業概要

（１）事業目的

一 般 国 道 ４ ７ ４ 号 三 遠 南 信 自 動 車 道 飯 喬 道 路 の 全 体 位 置 図

一般国道４７４号三遠南信自動車道は、長野県飯田市を起点とし、静岡県浜松市に至る延長約１００kmの高規格幹線道路で

す。

本事業の一般国道４７４号三遠南信自動車道飯喬道路は、長野県飯田市山本から下伊那郡喬木村氏乗に至る延長２２．１km

の自動車専用道路であり、下記の４点を主な目的として事業を推進しています。

①広域ネットワークの構築 ②災害に強い道路機能の確保 ③救急医療活動の支援 ④地域活性化の支援

一般国道４７４号三遠南信自動車道は、長野県飯田市を起点とし、静岡県浜松市に至る延長約１００kmの高規格幹線道路で

す。

本事業の一般国道４７４号三遠南信自動車道飯喬道路は、長野県飯田市山本から下伊那郡喬木村氏乗に至る延長２２．１km

の自動車専用道路であり、下記の４点を主な目的として事業を推進しています。

①広域ネットワークの構築 ②災害に強い道路機能の確保 ③救急医療活動の支援 ④地域活性化の支援

さんえんなんしん

－ １ －

さんえんなんしん

ながの いいだ しずおか はままつ

いいだか ながの いいだ やまもと しもいな たかぎむら うじのり



標 準 断 面 図

（２）計画概要

●事業名 ：一般国道474号 三遠南信自動車道

飯喬道路

●起終点 ：（起点）長野県飯田市山本

（終点）長野県下伊那郡喬木村氏乗

●延長 ：２２．１ｋｍ

●道路規格 ：第１種第３級（１・２工区）

第１種第４級（３工区）

●設計速度 ：８０ｋｍ／ｈ（１・２工区）

６０ｋｍ／ｈ（３工区）

●車線数 ：４車線（飯田山本ＩＣ～天龍峡ＩＣ）

２車線（天龍峡ＩＣ～喬木ＩＣ）

●事業化 ：平成 ４年度

●用地着手年度：平成 ７年度

●工事着手年度：平成１０年度

●前回の再評価：平成２１年度

（指摘事項なし：継続)

●全体事業費 ：１，３５４億円

●事業名 ：一般国道474号 三遠南信自動車道

飯喬道路

●起終点 ：（起点）長野県飯田市山本

（終点）長野県下伊那郡喬木村氏乗

●延長 ：２２．１ｋｍ

●道路規格 ：第１種第３級（１・２工区）

第１種第４級（３工区）

●設計速度 ：８０ｋｍ／ｈ（１・２工区）

６０ｋｍ／ｈ（３工区）

●車線数 ：４車線（飯田山本ＩＣ～天龍峡ＩＣ）

２車線（天龍峡ＩＣ～喬木ＩＣ）

●事業化 ：平成 ４年度

●用地着手年度：平成 ７年度

●工事着手年度：平成１０年度

●前回の再評価：平成２１年度

（指摘事項なし：継続)

●全体事業費 ：１，３５４億円

－ ２ －

さんえんなんしん

いいだか

ながの いいだ やまもと

ながの しもいな たかぎむら うじのり

１工区
構造規格：第１種第３級
設計速度：８０ｋｍ/ｈ

土工部

２工区
構造規格：第１種第３級
設計速度：８０ｋｍ/ｈ

３工区
構造規格：第１種第４級
設計速度：６０ｋｍ/ｈ

いいだやまもと てんりゅうきょう

てんりゅうきょう たかぎ



◇費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝
事業費＋維持管理費

○投資効率性の評価

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝ ＝
１８２６億円 ＋ １５８億円 ＋ ２７億円

１４２５億円 ＋ ７４億円

２０１１億円
＝

※未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出した。

◇Ｂ／Ｃ（残事業） ＝ ＝

走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益

＝
５８０億円 ＋ ４１億円 ＋ １３億円 ６３４億円

４０３億円 ＋ ５３億円

１４９９億円

４５５億円

○前回評価時の費用便益（Ｂ／Ｃ）との比較

◇前回再評価時 事業全体＝１．８ 残事業＝１．４

◇今回再評価時 事業全体＝１．３ 残事業＝１．４

【前回再評価時からの変更点】
１．将来交通需要推計手法の改善

①生成交通量推計手法の改善（推計モデル及び将来フレーム設定を統一）
②需要推計に係る条件設定の変更（ネットワークの設定について、現況に加え、事業化済みの箇所のみを考慮）

２．費用便益分析の基準年次を変更（Ｈ２１→Ｈ２４）
３．暫定供用を考慮

－ ３ －

２．費用対効果分析（費用便益比（Ｂ／Ｃ））

■走行時間短縮便益：飯喬道路の整備がない場合の走行時間費用（所要時間×時間価値）から、整備した場合の走行時間費用を減じた差額
■走行経費減少便益：飯喬道路の整備がない場合の走行経費（燃料費、油脂費、タイヤ・チューブ費、車両整備費、車両償却費等）から、整備した場合の

走行経費を減じた差額（例：燃料費、油脂（オイル）費、タイヤ・チューブ費、車両整備（維持・修繕）費、車両償却費等）
■交通事故減少便益：飯喬道路の整備がない場合の交通事故による社会的損失額（人的損害額、物的損害額、事故渋滞による損害額等）から、整備した

場合の交通事故による社会的損失額を減じた差額（交通事故による社会的損失：運転者、同乗者、歩行者に関する人的損害額、交
通事故により損壊を受ける車両や構築物に関する物的損害額及び事故渋滞による損失額）

■事業費 ：飯喬道路の整備に要する費用（工事費、用地費等）
■維持管理費 ：飯喬道路を供用後の道路管理に要する費用（維持費、清掃費、照明費等）

１．３

１．４

便益

費用



事 項
前回評価

（Ｈ２１再評価）

今回評価

（Ｈ２４再評価）
備 考

全体事業費 １，３５４億円 １，３５４億円

費用対効果（Ｂ／Ｃ） １．８ １．３

事業全体 総費用（Ｃ） １，３９９億円 １，４９９億円 ・基準年次の変更

総便益（Ｂ）

２，４９１億円 ２，０１１億円

・将来交通需要推計手法の改善
・基準年次の変更
・暫定供用を考慮

費用対効果（Ｂ／Ｃ） １．４ １．４

残事業 総費用（Ｃ） ５４０億円 ４５５億円 ・基準年次の変更

総便益（Ｂ）

７８２億円 ６３４億円

・将来交通需要推計手法の改善
・基準年次の変更
・暫定供用を考慮

事業を巡る社会情勢等

の変化

●落石、崩土等による通行制限

４９箇所（Ｈ１８～Ｈ２０)

年平均１６箇所

●落石、崩土等による通行制限

５５箇所(Ｈ２１～Ｈ２３)

年平均１８箇所

●Ｈ２２．７豪雨による孤立集落発生

事業の進捗状況 事業 ５４％

用地 ６９％

事業 ５９％

用地 ８３％

－ ４ －

３．前回評価時との比較表
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４．評価の視点

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■日常生活において、下伊那地域では利用交通手段の大半が自動車によるものであり、自動車への依存度が高い地域です。

■下伊那地域のうち、唯一、旧上村・旧南信濃村から飯田市中心部まで６０分以上を要しています。

２）事業の投資効果

■旧南信濃村から飯田市中心部間の所要時間が、約２０分短縮され、南信地域の生活の利便性が向上し、地域間交流の促進が期待されます。

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■日常生活において、下伊那地域では利用交通手段の大半が自動車によるものであり、自動車への依存度が高い地域です。

■下伊那地域のうち、唯一、旧上村・旧南信濃村から飯田市中心部まで６０分以上を要しています。

２）事業の投資効果

■旧南信濃村から飯田市中心部間の所要時間が、約２０分短縮され、南信地域の生活の利便性が向上し、地域間交流の促進が期待されます。

①① 広域ネットワークの構築広域ネットワークの構築

１）事業を巡る社会情勢等の変化１）事業を巡る社会情勢等の変化

（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点

出典：飯田国道事務所（Ｈ２２日常行動パターンに関するアンケート調査結果）

■飯田市中心部までの所要時間（現況）

■飯田市中心部までの所要時間（飯喬道路整備後）
■旧上村・旧南信濃村から
飯田市中心部までの所要時
間の変化

■車への依存度が高い下伊那地域

移動手段
の大半が
自動車の

飯田市中心部
までの所要時間

旧上村：６２分
旧南信濃村：７７分

↓

６０分以上を要する 下伊那地域の全市町
村が飯田市中心部ま
での所要時間が６０分

以内に

下伊那地域
の日常生活
において

自市町村以
外では

飯田市に移
動先が集中

出典：H22道路交通センサス（昼間非混雑時旅行速度）、三遠南信自動車道：設計速度にて算出
60分カバー圏域は飯田市役所から旧市町村役場までの所要時間にて算出

出典：H22道路交通センサス
（昼間非混雑時旅行速度）
60分カバー圏域は飯田市役所
Cから旧市町村役場までの所
要時間にて算出

旧上村・旧南信濃村
から飯田市中心部ま
での所要時間が

約２０分短縮
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４．評価の視点
②② 災害に強い道路機能の確保災害に強い道路機能の確保

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■旧上村・旧南信濃村は長野県全体と比べ道路改良率が低く、道路の整備が遅れています。この地区から飯田市へのアクセス道路は、通行不能区
間や雨量等の事前通行規制区間となっており、規制時には、飯田市中心部へのアクセスが困難な状況です。

２）事業の投資効果

■災害時においても事前通行規制区間を回避することができ、日常生活の中心地である飯田市中心部へのアクセスが改善されます。

■現道活用区間との一体整備により、災害時においても、緊急物資の輸送や救援ルートを確保する信頼性の高い道路ネットワークが形成されます。

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■旧上村・旧南信濃村は長野県全体と比べ道路改良率が低く、道路の整備が遅れています。この地区から飯田市へのアクセス道路は、通行不能区
間や雨量等の事前通行規制区間となっており、規制時には、飯田市中心部へのアクセスが困難な状況です。

２）事業の投資効果

■災害時においても事前通行規制区間を回避することができ、日常生活の中心地である飯田市中心部へのアクセスが改善されます。

■現道活用区間との一体整備により、災害時においても、緊急物資の輸送や救援ルートを確保する信頼性の高い道路ネットワークが形成されます。

２）事業の投資効果２）事業の投資効果１）事業を巡る社会情勢等の変化１）事業を巡る社会情勢等の変化

■整備が進んでいない旧上村・旧南信濃村の道路 ■災害に強い道路機能の確保

■下伊那地域の落石、崩土等による通行制限

出典：長野県飯田建設事務所（国道・県道）

制限箇所数が

年々増加

飯喬道路整備により雨量等による事前通行規制が発生しても

新たに飯田市中心部へのアクセス確保される地域

出典：Ｈ２２道路交通センサス
改良率：道路延長のうち改良済み（車道幅員5.5m以上）

延長の割合

低い道路改良率

飯喬道路の整備により
飯田市中心部への

ネットワークを確保

国道151号落石崩土
H22.7撮影

南北は通行不能区間、
西側は雨量等通行規制

に囲まれた地域

■三遠南信地域における事前通行規制区間

国道152号土砂流出

H22.7.19豪雨災害H23.3.6災害
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４．評価の視点
③③ 救急医療活動の支援救急医療活動の支援

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■下伊那地域の救急搬送件数は年々増加傾向にあり、その搬送人員の約６割が高齢者です。

■飯喬道路に並行する国道２５６号は、長野県「イライラ箇所」に指定され、通行不能区間も存在し、救急搬送時における患者への負担が増加します。

２）事業の投資効果

■第三次救急医療施設への救急搬送時間が約２０分短縮され、三遠南信自動車道沿線の町村で第三次救急医療施設へのアクセス性が向上します。

■線形の良い飯喬道路を整備することにより、搬送時の患者への負担が軽減されます。

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■下伊那地域の救急搬送件数は年々増加傾向にあり、その搬送人員の約６割が高齢者です。

■飯喬道路に並行する国道２５６号は、長野県「イライラ箇所」に指定され、通行不能区間も存在し、救急搬送時における患者への負担が増加します。

２）事業の投資効果

■第三次救急医療施設への救急搬送時間が約２０分短縮され、三遠南信自動車道沿線の町村で第三次救急医療施設へのアクセス性が向上します。

■線形の良い飯喬道路を整備することにより、搬送時の患者への負担が軽減されます。

２）事業の投資効果２）事業の投資効果１）事業を巡る社会情勢等の変化１）事業を巡る社会情勢等の変化

■救急出動件数の推移

搬送件数が年々増加

■救急出動人員の内訳（H23）

出典：飯田広域消防本部救急統計

出典：飯田広域消防本部救急統計

全国平均に比べ高齢
者の割合が高い。

■消防本部へのヒアリング

全市町村に救急車を配
備していないため、最も
近い消防署が現地に向
かい時間を要する場合
があります。

全市町村に救急車を配
備していないため、最も
近い消防署が現地に向
かい時間を要する場合
があります。

段差や線形の悪い搬
送ルートは、患者への
負担が大きいです。

段差や線形の悪い搬
送ルートは、患者への
負担が大きいです。

道路整備により、
所要時間の短縮
が図られ、搬送
時の患者への負
担が軽減されま
す。

道路整備により、
所要時間の短縮
が図られ、搬送
時の患者への負
担が軽減されま
す。

■第三次救急医療施設の６０分カバー圏域

■消防本部へのヒアリング

■飯喬道路整備前後の救
急医療施設までの搬送時
間（旧南信濃村）

現況：Ｈ２２道路交通センサス
整備後：設計速度にて算出

救急搬送が約２０分短縮

■飯喬道路に並行する国道256号のイライラ箇所

－ ７ －

国道２５６号は線
形不良、通行不能

区間が存在

“イライラ”箇所とは、移動性が阻害されている箇所であり、渋
滞、通行止め、冬期の積雪などにより思うような走行が出来ず
に”イライラ”を感じると思われる箇所

飯喬道路の整備により
旧上村と旧南信濃村が
第三次救急医療施設の

新たな60分カバー圏域に

出典：H22道路交通センサス（昼間非混雑時旅行速度）、三遠南信自動車道：設計速度にて算出
60分カバー圏域は飯田市立病院から各地区公民館や旧市町村役場までの所要時間にて算出
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－ ８ －

４．評価の視点
④④ 地域活性化の支援地域活性化の支援

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■下伊那地域は観光施設、名勝、伝統に基づく地域の文化など多くの資産や資源を保有しており、観光客の約７割は県外からの来訪者です。

■下伊那地域の観光客数は年々減少傾向にあります。

２）事業の投資効果

■飯喬道路（飯田山本ＩＣ～天龍峡ＩＣ）の開通後、飯田市の主要な観光地である名勝天龍峡周辺では、観光客数が増加しました。

■中央道からのアクセス性向上から、下伊那地域への県外からの観光客が増加し、地域の観光産業の活性化が期待されます。

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■下伊那地域は観光施設、名勝、伝統に基づく地域の文化など多くの資産や資源を保有しており、観光客の約７割は県外からの来訪者です。

■下伊那地域の観光客数は年々減少傾向にあります。

２）事業の投資効果

■飯喬道路（飯田山本ＩＣ～天龍峡ＩＣ）の開通後、飯田市の主要な観光地である名勝天龍峡周辺では、観光客数が増加しました。

■中央道からのアクセス性向上から、下伊那地域への県外からの観光客が増加し、地域の観光産業の活性化が期待されます。

２）事業の投資効果２）事業の投資効果１）事業を巡る社会情勢等の変化１）事業を巡る社会情勢等の変化

■下伊那地域の観光入込客数の内訳

■名勝天龍峡周辺の県外から観光客数の推移
■下伊那地域の観光入込客数の推移

■下伊那地域の主な観光資源

出典：長野県観光地利用者統計（H22）

出典：長野県観光地利用者統計（H16～H22）

年々減少

元善光寺御開帳により一時増加

県外からの

観光客が約７割

■飯喬道路（飯田山本IC～天竜峡IC）開通前後の

名勝天龍峡周辺の県内外の観光客内訳の変化

出典：長野県観光地利用者統計（H19・H20）

下伊那地域を周遊するルートが構築

地域全体の観光産業
（県外からの誘客）に寄与

下栗の里

出典：長野県観光地利用者統計（H16～H22）

Ｈ20.4一部開通後

県外からの観光客が増加

天龍峡

天竜ライン下り

県内
30%

県外
70%

＜H19：１工区開通前＞ ＜H20：１工区開通後＞

県内
21%

県外
79%

県外からの観光客割合の増加



－ ９ －

４．評価の視点

３）事業の進捗状況

■事業進捗率は５９％、用地取得率は８３％に至っています。（平成２３年度末）

■全線（Ｌ＝２２．１ｋｍ）のうち、飯田山本ＩＣ～天龍峡ＩＣ間（Ｌ＝７．２ｋｍ）は、暫定２車線供用しています。

■天龍峡ＩＣ～飯田東ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝７．４ｋｍ）は、工事を推進しています。

■飯田東ＩＣ［仮称］～喬木ＩＣ間（Ｌ＝７．５ｋｍ）は、用地買収を推進しています。

■（参考） 前回再評価時 ： 事業進捗率は５４％、用地取得率は６９％

３）事業の進捗状況

■事業進捗率は５９％、用地取得率は８３％に至っています。（平成２３年度末）

■全線（Ｌ＝２２．１ｋｍ）のうち、飯田山本ＩＣ～天龍峡ＩＣ間（Ｌ＝７．２ｋｍ）は、暫定２車線供用しています。

■天龍峡ＩＣ～飯田東ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝７．４ｋｍ）は、工事を推進しています。

■飯田東ＩＣ［仮称］～喬木ＩＣ間（Ｌ＝７．５ｋｍ）は、用地買収を推進しています。

■（参考） 前回再評価時 ： 事業進捗率は５４％、用地取得率は６９％

■天龍峡ＩＣ～龍江ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝４．０ｋｍ）は平成２７年度、龍江ＩＣ［仮称］～飯田東ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝３．４ｋｍ）は平成２９年度の供用を予定■天龍峡ＩＣ～龍江ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝４．０ｋｍ）は平成２７年度、龍江ＩＣ［仮称］～飯田東ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝３．４ｋｍ）は平成２９年度の供用を予定

（ ２ ） 事 業 の 進 捗 の 見 込 み の 視 点（ ２ ） 事 業 の 進 捗 の 見 込 み の 視 点



－ １０ －

４．評価の視点

５．県・政令市への意見聴取結果

（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

２）代替案立案等

■飯喬道路は、高規格幹線道路である三遠南信自動車道の一部区間を形成する道路であり、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを
勘案した路線計画となっており、広域ネットワークの構築、災害に強い道路機能の確保、救急医療活動の支援、地域活性化の支援など、期待さ
れる効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難である。

２）代替案立案等

■飯喬道路は、高規格幹線道路である三遠南信自動車道の一部区間を形成する道路であり、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを
勘案した路線計画となっており、広域ネットワークの構築、災害に強い道路機能の確保、救急医療活動の支援、地域活性化の支援など、期待さ
れる効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難である。

■長野県の意見

１ 本事業については、広域ネットワークの構築、災害に強い道路機能の確保、救急医療活動の支援、地域活性化に寄与する、極めて重要な事業
と認識しています。事業継続を図るとともに、積極的な予算確保と早期供用に向けた事業の推進を強く要請します。

２ 事業の実施にあたっては、一層のコスト縮減に努められたい。

■長野県の意見

１ 本事業については、広域ネットワークの構築、災害に強い道路機能の確保、救急医療活動の支援、地域活性化に寄与する、極めて重要な事業
と認識しています。事業継続を図るとともに、積極的な予算確保と早期供用に向けた事業の推進を強く要請します。

２ 事業の実施にあたっては、一層のコスト縮減に努められたい。

１）コスト縮減
■当該区間において、土量バランスを考慮した計画高の見直しにより、約５億円のコスト縮減を図っています。

■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。

１）コスト縮減
■当該区間において、土量バランスを考慮した計画高の見直しにより、約５億円のコスト縮減を図っています。

■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。

縦断計画を変更し、土量バランスを改善

捨土量が多い

計画高の見直し

切土量削減



（２）事業の進捗の見込みの視点

■天竜峡ＩＣ～龍江ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝４．０ｋｍ）は平成２７年度、龍江ＩＣ［仮称］～飯田東ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝３．４ｋｍ）は平成２９年度の供用を予定

（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
■当該区間において、土量バランスを考慮した計画高の見直しにより、約５億円のコスト縮減を図っています。

■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。

■飯喬道路は、高規格幹線道路である三遠南信自動車道の一部区間を形成する道路であり、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続など
を勘案した路線計画となっており、広域ネットワークの構築、災害に強い道路機能の確保、救急医療活動の支援、地域活性化の支援など、期
待される効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難である。

（２）事業の進捗の見込みの視点

■天竜峡ＩＣ～龍江ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝４．０ｋｍ）は平成２７年度、龍江ＩＣ［仮称］～飯田東ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝３．４ｋｍ）は平成２９年度の供用を予定

（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
■当該区間において、土量バランスを考慮した計画高の見直しにより、約５億円のコスト縮減を図っています。

■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。

■飯喬道路は、高規格幹線道路である三遠南信自動車道の一部区間を形成する道路であり、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続など
を勘案した路線計画となっており、広域ネットワークの構築、災害に強い道路機能の確保、救急医療活動の支援、地域活性化の支援など、期
待される効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難である。

－ １１ －

６．対応方針（原案）
平成２１年度の事業評価監視委員会から一定期間（３年間）が経過したことから、以下の３つの視点で再評価を行いました。

（１）事業の必要性等に関する視点
１）事業を巡る社会情勢等の変化

■下伊那地域のうち、唯一、旧上村・旧南信濃村は、飯田市中心部までの所要時間が６０分以上。

■旧上村と旧南信濃村は、通行不能区間や雨量等事前通行規制区間に囲まれ、規制発生時には飯田市中心部へのアクセスが困難。

■下伊那地域の救急搬送件数は年々増加傾向にあり、その搬送人員の約６割が高齢者。

■下伊那地域は多くの観光資産や資源を保有しており観光客の約７割は県外からの来訪者であるが、年々観光客数が減少傾向。

２）事業の投資効果

■旧南信濃村から飯田市中心部間の所要時間が約２０分短縮し、南信地域の生活の利便性が向上。

■災害時においても、緊急物資の輸送や救援ルートを確保する信頼性の高い道路ネットワークが形成。

■線形の良い飯喬道路を整備することにより、搬送時の患者への負担が軽減。

■下伊那地域への県外からの観光客が増加し、地域の観光産業の活性化が期待。

■費用便益比（Ｂ／Ｃ） 事業全体の投資効率性の評価 ＝ １．３

３）事業の進捗状況

■事業進捗率は５９％（平成２３年度末）、用地取得率は８３％（平成２３年度末）

（１）事業の必要性等に関する視点
１）事業を巡る社会情勢等の変化

■下伊那地域のうち、唯一、旧上村・旧南信濃村は、飯田市中心部までの所要時間が６０分以上。

■旧上村と旧南信濃村は、通行不能区間や雨量等事前通行規制区間に囲まれ、規制発生時には飯田市中心部へのアクセスが困難。

■下伊那地域の救急搬送件数は年々増加傾向にあり、その搬送人員の約６割が高齢者。

■下伊那地域は多くの観光資産や資源を保有しており観光客の約７割は県外からの来訪者であるが、年々観光客数が減少傾向。

２）事業の投資効果

■旧南信濃村から飯田市中心部間の所要時間が約２０分短縮し、南信地域の生活の利便性が向上。

■災害時においても、緊急物資の輸送や救援ルートを確保する信頼性の高い道路ネットワークが形成。

■線形の良い飯喬道路を整備することにより、搬送時の患者への負担が軽減。

■下伊那地域への県外からの観光客が増加し、地域の観光産業の活性化が期待。

■費用便益比（Ｂ／Ｃ） 事業全体の投資効率性の評価 ＝ １．３

３）事業の進捗状況

■事業進捗率は５９％（平成２３年度末）、用地取得率は８３％（平成２３年度末）

以上のことから、一般国道４７４号三遠南信自動車道 飯喬道路の事業を継続する。


